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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みが従業員に共有されており、かつ達成するための仕組みが組織内に構築されている（ＰＤＣＡサイクル等）。

＜具体的な内容を記載＞

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みをホームページ等で対外的に公表している。
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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み宣言書

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み 実績 指標・目標

令和5年8月31日

合同会社ツバキラボ

加工工程で排出される端材やおがくずを、①
燃料として使用、②地域の畜産農家へ提供、
している。
③工場屋根に太陽光発電パネルを設置し、発
電している。

・木工シェア工房を運営し、地域の木材を活
用し、木工に取り組める設備環境を一般の方
に提供している

社員の資格取得にかかる費用を負担し、取得
後は資格保有手当を支給する
ウェルネス向上、健康維持のためのウェルネ
ス手当てを支給する

⑫つくる責任 つかう責
任,⑮森の豊かさも守ろ
う,⑪住み続けられるま
ちづくりを

過去すべての期間において、
①木製品製造業で排出される端材5
0％、およびシェア工房事業で排出
されるおがくずの50％を暖房に使用
②木製品製造業で排出されるおがく
ずは、１００％畜産農家へ譲渡
③R4年 太陽光発電の発電量は使用
量を上回る（使用量/発電量の割合
＝80％）

①端材、おがくずの燃料使用率
②おがくずの農家への譲渡率
③電力の発電量、使用量の比較（使用量/発電量の割合）

①端材、おがくずの燃料使用率：R７年度まで
に燃料使用率80％達成
②おがくずの農家への譲渡率：100％を維持
③電力の発電量、使用量の比較（使用量/発電
量の割合）：R７年度までに70％未満達成

④質の高い教育をみんな
に,⑭海の豊かさを守ろ
う

⑧働きがいも経済成長も
,⑪住み続けられるまち
づくりを

木工シェア工房の会員数73名

R４年度、
資格手当 2名支給
ウェルネス手当 2名支給

木工シェア工房の会員数

資格手当支給額
ウェルネス手当支給額

R7年度までに100名

R7までに資格手当支給額を現在の
6000円/月から15000円/月
R7までにウェルネス手当支給額を
現在の6000円/月から15000円/月

全社員参加の月次ミーティングにて取り組み状況を共有
目標達成に向けて、工程表を作成し、進捗確認、改善策を検討。

https://company.tsubakilab.jp/


